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自然再生事業 

川本来の姿を甦らせる川づくり 

自然再生事業の実施フロー              
自然再生事業は、概ね下記のような実施のためのフローにより進めます。「①問題の認識」から「⑤

原因の絞り込み」までは、河川環境の現状の把握を行い、自然再生事業が必要かどうかを検討する事

前調査になります。「⑦目標の設定」以降は、自然再生事業を段階的・順応的に進めるためのプロセ

スを示したものです。これらは、自然再生を効果的に進め、成功に結びつける上では重要な過程です。 

次ページ以降に問題の認識からモニタリング・評価までの各段階についてポイントを記述します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※インパクト－レスポンスとは、人為による影響をインパクト、そこから河川環境がどのように応答するかをレスポンスと定義し、

河川事業の実施に伴うインパクトとレスポンスの関係を明らかにすることにより確立される予測手法を言います。 

① 問題の認識 

③ 原因の想定 

④ 現地調査及び分析 

⑦ 目標の設定

⑨ 予測・分析 
（インパクト－レスポンス）※

⑩ 計画の決定

⑪ 段階的実施・管理

⑧ 計画案の作成
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自然再生事業の実施フロー 

事前調査

② 既存資料のとりまとめ 

⑤ 原因の絞り込み 

⑫ モニタリング・評価
（予測との比較）

場

合

に

よ

っ

て

は

フ

ィ

｜

ド 

バ

ッ

ク 

（仮説の設定） 

（仮説の検証） 

⑥ 自然再生事業の必要性の判断




